
社会の「いきいき」のために�

「TaKaRaハーモニストファンド」による、自然保護への助成も21年目を迎えました。�
宝酒造は今後も皆様とともに、さまざまな社会貢献活動を推進していきます。�
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■公益信託「TaKaRa ハーモニストファンド」�

皆様とともによりよい�
社会づくりをめざします�

　宝ホールディングスは、1985年の創立60周年を機に公

益信託「TaKaRaハーモニストファンド」を設立し、以来毎年、

日本の森林や水辺の自然環境を守る活動、そこに生息する

生物を保護するための研究などに対して助成を行い、今年

で21年目を迎えました。第1回からの助成先件数はのべ

230件、助成金累計額は1億1025万円、地域は40都道府

県に広がりました。今回は、山口県における初の助成として

山口県立厚狭(あさ)高等学校生物部の「放流されたヒメダ

カによる野生メダカの遺伝子汚染に関する生態学的研究」

など11件が選ばれました。�

■海外での活動� ■NPOと協働での取り組み�

　もっと市民の皆様に身近な企業でありたいと考え、NPO

の方々の協力を得てさまざまなプロジェクトに取り組んで

います。�

■各地のボランティアにも参加�

　社会貢献活動の一環として、各地のボランティア活動に

積極的に参加しています。 

■ベロタクシーへの協賛�
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2006年度 TaKaRaハーモニストファンド 助成先 一覧�

主なボランティア活動�

助成先団体・個人� 地域� テーマ�

山口県立厚狭高等学校　生物部�

今井　健介（個人）�

渡邊　幹男（個人）�

竹笹研究会�

森と人のネットワーク・奈良�

NPO法人北アルプスネイチャートラスト�

牛山　正人（個人）�

キウシト湿原の会�

森林環境保全ボランティア「蔵王 緑の騎士団」�

一宮ネイチャークラブ�

NPO法人野生生物を調査研究する会�

山口県�

京都府�

愛知県�

愛知県�

奈良県�

長野県�

愛知県�

北海道�

山形県�

千葉県�

兵庫県�

放流されたヒメダカによる野生メダカの遺伝子汚染に関する生態学的研究�

京都市北郊における1930年代以降の里山の衰退とチョウ類生息状況の変化�

雑種性帰化タンポポの遺伝的多様性とその起源�

愛知県の知多半島の竹薮調査と整備指針の考察�

大台ケ原と世界遺産大峯奥駈道の自然修復及びエコツアーガイド養成�

一の瀬園地（牧場）景観保全事業及び道標整備�

ヒメタイコウチを守れ！�

キウシト湿原の保全・再生事業�

民有林における森林整備および有用伐採木を利用した環境教育支援�

メダカ池の保全と周辺環境の維持、並びにホタルの生育環境の維持保全活動�

「生きている由良川」作成に向けて流域の野生生物等の調査とその記録と保存事業�

実施内容� 事業場名�

阿武隈川のゴミ拾い�

鯨船練行事（地元祭事へのボランティア参加）�

三重県熊野市ウミガメ協議会　スペイン語通訳ボランティア�

奈良市老人ホーム　演奏慰問�

琵琶湖一斉清掃�

献血�

京都市まち美化　ボランティア�

びっくりエコ　マラソンスタッフ　ボランティア�

「地球ピカピカ大作戦」　事業所周辺清掃�

東北支社�

楠工場�

伏見工場�

伏見工場�

伏見工場�

伏見工場�

本社�

本社�

労働組合�

L：TaKaRaハーモニストファンド�

「箱根ガーデン」チャリティーイベントでの「松
竹梅」の鏡開き風景�

　米国宝酒造（Takara Sake USA Inc.）は、サンフランシ

スコの日系企業として、日系団体のイベントだけでなく、地

元の祭りや自然環境団体の活動にも幅広く貢献しています。�

　日本文化をアメリカに伝えていくジャパンタウン最大のイ

ベント「桜祭り」に代表される日系イベントへの協賛はもと

より、日本総領事館・北加日本商工会議所の年間イベントの

ほとんどをサポート。今や「松竹梅」の鏡開きは、日系イベ

ントには欠かせないものとなっています。日本庭園「箱根ガ

ーデン」でのイベントにも毎年参加し、売上全額を庭園維持

のための基金に寄付していま

す。また、本社近くで開催さ

れている祭り「Jazz on 4th」

でも清酒の有料テイスティン

グを行い、その売上全額を地

元主催者に寄付しています。�

受精卵の確認�

　宝酒造では、NPO法人「環境共生都市推進協会」が京都

でスタートさせた自転車タクシー「ベロタクシー」に、

2002年の試験走行以来毎年協賛しています。2006年は、

京都、東京、名古屋の3都市をTaKaRaのロゴをつけたベ

ロタクシーが走りました。�

　また、2006年12月に開催されたエコプロダクツ展では、

宝酒造ブース内にベロタクシーを展示するとともに体験乗

車会を開催し、全国の環境に関心の高い企業や消費者の方

にベロタクシーを紹介しました。�

児玉 伊智郎 様�
山口県立厚狭高等学校生物部顧問�

助成先の声�

山口県立厚狭高等学校生物部では、

メダカの生態に関する研究に12年

間継続して取り組んでいます。

2006年度は、放流されたヒメダカ

による野生メダカに対する遺伝子汚

染について研究しました。研究の結果、｢ヒメダカと野生

メダカはランダムに交配し、生まれた卵は順調に成長する。｣、

｢野生メダカの集団にヒメダカが混泳している生息地が

ある。｣、｢野生メダカの中に、ヒメダカ遺伝子が混入して

いる個体が存在する。｣ことが分かりました。これらの内

容を、第77回日本動物学会高校生ポスター発表や

JSEC2006というコンテストで発表し、啓発活動にも

取り組みました。「第4回ジャ

パン・サイエンス・エンジニアリ

ング・チャレンジ～高校生“科

学技術”チャレンジ（ＪＳＥＣ

2006）」科学技術振興機構賞

を受賞しました。ご支援により

充実した活動が行えたことに、

心から感謝申し上げます。�

◆「NPO法人 森の学校」や「千葉県自然観察指導員協議会」

の方々の協力を受け「お米とお酒の学校」を実施してい

ます。�

◆「日本環境倶楽部」との協働で作成した飲み物容器のリ

サイクル啓発絵本「TaKaRaリサイクルロード」を、全国

の小中学校の希望者に配布しています。�

◆京都の「NPO法人 環境共生都市推進協会」のベロタク

シー、「芝生スクール京都」の取り組みをエコプロダクツ

展の宝酒造ブース内で展示、紹介しました。�

◆当報告書の第三者意見は「京都CSR研究会」（研究者、

企業CSR担当者、NPO、学生の4名）からいただきました。�


